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研究業績要旨（1,000字以内） 

含硫アミノ酸代謝がどのような食餌因子の影響を受けて栄養生理的変化をもたらすのかを明
らかにする目的で、下記の事柄について検討した。 
(1) エリタデニン (Er) の血漿コレステロール低下作用の機構解明：Erはシイタケに含まれ、ラッ
トの血漿コレステロール濃度を低下させる化合物として見いだされたが、その作用機構は不明
な点が多かった。Erはメチオニン(Met)代謝に介入してその作用を発揮することを見出した。①
Er投与は肝臓で S-アデノシルホモシステイン(SAH)加水分解酵素活性を阻害して SAH濃度を
高め、これがホスファチジルエタノールアミン(PE)のメチル化によるホスファチジルコリン(PC)合
成を抑制して PEを増加させることを明らかにした。②肝臓 PE濃度の上昇は６不飽和化酵素活
性とリノール酸代謝の低下をもたらし、リン脂質(主に PC)の分子種組成を大きく変化させること、ま
た、血漿リポタンパク質の PC分子種組成の変化と血漿コレステロール低下作用との間に密接な関
係があることを明らかにした。③ErはMet代謝→リン脂質代謝→脂肪酸(リノール酸)代謝→コレステ
ロール代謝の順に代謝変化を引き起こすという新しい機構を提示し、その根拠の多くを示した。 
(2) 脂質代謝に及ぼす食餌タンパク質の影響とメチオニンの関与：ラットに低カゼイン食や標準
大豆タンパク質食などの低 Met食を投与すると Er と類似の代謝変化（PE増加、６不飽和化酵
素活性低下、リノール酸代謝低下、PC分子種組成変化、血漿コレステロール低下）が見られるこ
と、また、これらの食餌に少量の Metを添加すると上記の代謝変化は抑制されることを明らかに
した。Met含量の低い食餌の投与は肝臓 S-アデノシルメチオニン濃度の低下が原因で肝臓 PE
濃度を低下させ、これが引き金になり一連の代謝変化をもたらす機構を提示した。Erの作用機
構は特殊なものではなく、食餌中のMetの多寡の影響と基本的に同じであることが示された。 
(3) 血漿ホモシステイン (Hcy) 濃度の食餌因子による制御：Hcyは Met代謝の中間体である
が、血漿 Hcy濃度の上昇は動脈硬化の危険因子として知られている。①低カゼイン食、コリン
欠食、グアニジノ酢酸あるいは Met添加食を用いた実験的高 Hcy血症ラットモデルを構築し、
これらの高 Hcy血症の成因を明らかにした。②いくつかの高 Hcy血症は食餌へのアミノ酸(Gly, 
Ser, Cys)、Er、コリンなどの添加や食餌タンパク質レベルの上昇で効果的に改善できることを明
らかにした。③高タンパク質食投与はMet摂取を増加させるにも拘わらず血漿Hcy濃度をむしろ低
下させるという興味深い現象を見出した。このパラドックスの背景には高タンパク質食が Glyや Ser
を供給する他にシスタチオニン合成酵素活性などを上昇させる機構が存在すると考えられた。 
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